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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

事業番号 06 06 04 事業改善シート （31年度実施事業分） ■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・廃棄物の不法投棄の発見件数は、平成22年度以降減少傾向にあるが、未だ３千件を超えている。
・不法投棄の98%が一般廃棄物であり、家庭ごみが半数以上を占めている。産業廃棄物は、建設系廃
棄物や廃プラスチック類が7割以上を占めている。
・監視指導に努めているが、廃棄物の排出事業者や処理業者等による不適切な処理が見られる。

31年度予算額 87,064 千円

職員数 21.00 人

junkan@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 廃棄物監視指導事業費
部局 環境部 課・室 資源循環推進課

実施期間 S46 E-mail

目指す姿

排出事業者及び処理業者に対する監視指導を行うことにより、廃棄物の適正処理を推進して、安心・安全な生活環境を確保する。
また、市町村と連携した監視や防止活動により、不法投棄の減少を目指す。

（主な実施内容：廃棄物指導員の配置、不法投棄監視連絡員の配置、廃棄物不適正処理防止など）

4-5 地球環境への貢献

当初予算 45,280 54,597 87,064 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 29年度末

30年度末
（見込）

31年度前年度繰越 8,176 0

① 立入検査件数 13,535件 12,700件 12,700件

Aの
財源

　一般財源 35,448 48,818 40,755

　国庫支出金 0 0 0

予
算
額 補正予算 0 39,485

合計（A) 53,456 94,082

　県　債 0 0 0
② 監視連絡員によるパトロール

10,449時
間

9,600時
間

9,600時
間

　その他 18,008 45,264 46,309 0

 職員数（人） 21.00 21.00

 概算事業費（B（A）+C） 242,150 264,224 257,206

21.00

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 29年度 30年度 31要求 31予算案 指標及びその達成状況

87,064 0

 決　　算　　額（B） 72,008

概　算
人　件

費

予算要求からの主な変更点

0

成果指標
設定理由

①産業廃棄物排出事業者及び処理業者等への立入検査の実施（年間12,700件以上）（廃棄物監視指導関係事務処理要領に基づく）
②不法投棄監視連絡員による不法投棄防止パトロールの実施（年間延べ9,600時間以上）（100人×12月×8時間）

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 ・ 意 見 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 170,142 170,142 170,142 0

54,597 87,064

31年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 31年度　実施内容（予定）

職員数 30年度
細事業名

廃棄物監視指導事業費

10地域振興局に廃棄物指導員（10人）を配置
全県下に不法投棄監視連絡員（100人）を配置
産業廃棄物関係事業者等への立入検査の実施
不法投棄ホットラインの設置
不法投棄防止夜間監視等の実施　　等

21.00

合計 21.00 54,597 87,064 0

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善


